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１ はじめに 

富士吉田市教育委員会においては、平成 27 年教育委員長と教育長を一本化した新

教育長制度へ移行しました。教育長の判断による教育委員への迅速な情報提供や会議

の招集・審議を行っているところであり、これにより本市教育委員会のさらなる効率

的な運営を図り、開かれた教育行政の推進と教育関係者の資質向上に努めています。 

また、本市教育委員会においては、教育委員会定例会議をはじめ、学校訪問の実施、

教育施設の視察等、コロナ禍前のように活動できない中、感染対策に配慮しながらの

活動や活発な意見交換を通じて、きめ細かな地方教育行政を推進しております。 

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条の規定に基づ

き、教育委員会が実施している事務事業に関する点検・評価を行ったことにより、そ

の評価結果及び教育委員会の活動等を取りまとめたものであります。 

 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定

により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議

会に提出するとともに公表しなければならない。 
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２ 点検・評価の実施について 

（１）点検・評価の対象 

   点検・評価の対象は、本市教育の総合的な指針である「第６次富士吉田市総合

計画」に基づく具体的な推進施策として実施している教育委員会の全事務事業を

対象としました。 

○対象事業一覧 

No 事業名 担当課 

１ 富士吉田市外１市２町４村１組合充て指導主事共同設置事業 

学校教育課 

２ 小中学校学習指導等充実事業 
３ 各小中学校教育振興事業 
４ 小中学校特色ある学校づくり事業 
５ 小中学校校外活動等支援事業 
６ 学力向上プログラム推進事業 
７ 特別支援スタッフ事業 
８ 富士吉田市外２町４村１組合ことばの教室共同設置事業 
９ 小中学校情報セキュリティ強靭化事業 
10 総合教育支援事業 
11 小中学校校舎等維持管理事業 
12 小中学校管理事業 
13 就学時健康診断事業 
14 児童生徒健康管理事業 
15 児童生徒就学援助・奨励事業 
16 教育委員会管理事業 
17 学校給食センター運営事業 学校給食センター 

18 青少年センター管理運営事業 

生涯学習課 

19 青少年教育事業 
20 放課後子ども教室推進事業 
21 市民会館管理運営事業 
22 社会教育推進事業 
23 生涯学習講座事業 
24 芸術文化振興事業 
25 スポーツ振興事業 
26 市民体育施設管理事業 
27 公立学校体育施設一般開放事業 
28 スポーツ推進委員事業 
29 図書館管理運営事業 

図書館 
30 子供読書推進事業 
31 文化財保護対策事業 歴史文化課 
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No 事業名 担当課 

32 博物館管理運営事業 
歴史文化課 33 御師外川家住宅等整備活用事業 

34 博物館学芸事業 
35 富士山教育研究実践事業 

教育研修所 36 外国語指導委託事業 
37 教育研修所事業 

 

 

（２）点検・評価の方法 

各担当課で所管する事業について、令和３年度の実績・成果・課題及び令和４年

度における実施内容と今後の展望等により、今後の事業の進め方における内部評価

を行い、管理本部とのヒアリングの後、担当評価を決定しました。 

令和３度におきましてもコロナ禍における事業の実施であったため、中止や縮小

もある中で実際にどのように事業を実施したのか、今後、コロナ禍においてどのよ

うに実施していくのかという視点で、次年度以降の事業の進め方等を示しました。 

最終評価の実施にあたって、担当課は最終評価者である教育長及び教育委員に対

し、令和３年度の実績・成果・課題、令和４年度事業実施内容、今後の展望、並び

に担当評価に至るまでの意見を具体的に説明し、教育長及び教育委員による審議の

後、最終評価の判定を行っていただきました。 

評価については、事業ごとに、次の７段階（ＡＡ・Ａ・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ・Ｄ・Ｅ）

での評価を行いました。 

 

【事務事業評価における「コスト投入」の方向性、「成果」の方向性の基本的組み合わせ表】 

成 果 の

方向性 

拡大・拡充 － － Ｂ1 ＡＡ 

継続・維持 － Ｂ２ Ａ － 

縮小・統廃合 － Ｃ － － 

休止・廃止 Ｄ － － － 

経常事業 Ｅ 

 

皆減 縮小 維持 拡大 

コスト投入（一般財源）の方向性 
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（３）評価結果 

  全 37 事業における最終評価は、コスト・事業成果ともに拡大していくＡＡ評価

が３事業、コスト・事業成果ともに現状を維持・継続していくＡ評価が 26 事業、

コストは現状を維持しつつ事業成果を拡大とするＢ１評価が４事業、経常・義務的

な事業であるＥ評価が４事業という評価結果となりました。 

特に、コスト面、事業成果とも拡大評価（ＡＡ）を受けた事業については、今後、

コストを投入し、事業の効果的・有効的な展開を図る必要があると判断されたもの

であります。その他の事業については、現在のコストを維持しながらも、事業に一

定の成果が見られ、良好に推移していることが見受けられるとの判断を受けました。 

また、点検評価審議の際には、英語、理科、体育等の専門教科やＧＩＧＡスクー

ル構想等教育環境の変化への対応、コロナ禍における学校授業、行事や各種イベン

トの安全に考慮しての進め方、本市教育文化の伝承等、費用対効果や長期的な視点

での事業継続についてなど、様々な意見や提案があったところであります。 

 教育をめぐる課題は、年々複雑かつ多様化しており、コロナウイルス感染の収束

が見込めない中で、市民の信頼に応える教育行政を実現するためには、創意工夫を

凝らした様々な取り組みを安全性、コスト面を考えながら、積極的に展開していく

必要があります。 

 富士吉田市教育委員会といたしましては、点検・評価の際にいただいた、ご意見

やご提言を今後の事務事業に反映させ、子どもたちの生きる力を育む教育の推進と、

市民の皆様の誰もが生涯にわたり心豊かに学び続けることができる環境づくりが

できるよう責任ある教育行政の推進に努めて参ります。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

（４）各事業の評価 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育（１）教育内容の充実 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

富士吉田市外１市２町４村

１組合充て指導主事共同設

置事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

南都留地区の本市外１市

２町４村１組合の教育委員

会による共同設置事業とし

て、富士･東部教育事務所内

に充て指導主事２名を配置

し、学校における学習指導、

その他学校教育に関する専

門的事項の指導を行う事業

である。 

 

＊根拠法令 

地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 18 条 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

富士・東部教育事務所内

に配置している２名の充て

指導主事が研修に参加し、

知識習得、スキルアップを

図った。その成果を共同実

施構成市町村の小中学校の

教諭への指導に還元するこ

とにより、県教育委員会及

び教育事務所と構成市町村

教委及び小中学校との橋渡

し役として、情報共有や専

門的指導をスムーズに行え

るよう、適正に事務を進め

ることができた。 

 小中学校での校内研究で

は、積極的に意見を交換し、

充て指導主事がアドバイス

を行う等より良い教育につ

いて研究をすることができ

た。 

 

 

 

 

●実施内容 

引き続き、富士・東部教

育事務所内に２名の充て指

導主事を配置。コロナ感染

状況を考慮しながら、県内

外で開催される研修会等に

参加し、構成市町村の各小

中学校校内研究等でノウハ

ウや情報を還元する。 

 

⬤今後の展望等 

 小学校高学年において、

英語、理科、算数、体育を

優先に教科担任制を段階的

に進める計画やＧＩＧＡス

クール構想によるＩＣＴ関

係の知識向上等、より専門

的で質の高い教育を求めら

れるようになってきてい

る。 

 充て指導主事が研修会等

でノウハウを習得し、教員

の負担軽減にも繋がるよう

管内小中学校に還元し適正

に事務を執行していく。 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校学習指導等充実事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

地域のことについて学ぶ

ための社会科副読本、環境

副読本の作成及び教師用の

教科書・指導書の購入を行

う。 

社会科副読本 

：４年に一度刊行 

環境副読本 

：４年に一度刊行 

また、教員を志望する学

生の実習活動を有効に活用

することにより市内の小中

学校の教育活動の更なる充

実を図るため、学生ボラン

ティアを派遣する。 

 

 

 

●実績･成果 

教科書改訂に伴う小学校

教師用教科書（小学校４年

生社会）及び中学校教師用

教科書・指導書の購入を行

った。 

電子黒板の活用を図るた

め、小学校に導入していた

指導者用デジタル教科書を

中学校にも導入した。 

富士小、富士見台中の水

泳授業を民間施設にて試験

的に業務委託した。 

学生ボランティアについ

ては、要請のある学校に対

し派遣を行い、学習指導等

教育活動の充実を図った。 

中学校での活用について

は、新型コロナウイルスの

影響で大学生の活動に制約

があったこともあり、派遣

できなかった。 

【学生ボランティア派遣数】 

下一小   １名 ９回 

下二小   ２名 36 回 

下吉田東小 ３名 27 回 

吉田小   ２名 17 回 

 

●課題等 

学生ボランティアの利用の

少ない学校でも活用ができ

るよう働きかけを行う。 

 

 

●実施内容 

学生ボランティアについ

ては、新型コロナウイルス

の感染状況をみながら活用

を図る。 

市内小中学校の水泳授業

について、民間施設の活用

の可否を検討する。 

 

●今後の展望等 

学生ボランティアについ

ては、新型コロナウイルス

の感染状況をみながら派遣

する。 

水泳授業及びプール施設

のあり方検討の結果に基づ

き、教育環境の推進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校教育振興事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 学習指導要領に沿った教

育を円滑に推進するため、

授業や学校行事に使用する

消耗品や各種学習教材を購

入する。また、授業や学校

行事に使用するための各種

備品を購入する。 

 

 

 

 

 

小中学校特色ある学校づく

り事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 各小中学校において独自

の学習活動を行い、特色あ

る学校づくりの推進を行

う。 

 

 

 

●実績･成果 

各学校において、授業や

学校行事で使用する用紙や

文具、教材等の消耗品、夏

休み・冬休みの友などを購

入した。また、授業や運動

会などの学校行事に使用す

る、音響機器、楽器類、テ

ントなど教育備品の更新・

整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

●成果 

 新型コロナウイルスの感

染拡大に伴い、他校との交

流、国際理解教育活動の中

止など、活動に制約を受け

たが、金管バンドの大会や

富士山学習など、各学校で

感染防止に努めながら、可

能な限り各校の特色ある学

校づくり活動に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

各学校の授業、学校行事

等に係る物品等の整備を行

い、学校教育の円滑な運営

を図る。 

 

●今後の展望 

 計画的な教育備品の更

新・整備に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 各小中学校においてそれ

ぞれ工夫を加え、独自性の

ある教育目標を設定し、よ

り特色を活かした学校づく

りを推進する。 

 

●今後の展望等 

 各校の地域特性や地域の

伝統などを活かし、特色あ

る学校づくりを行うととも

に、その内容についての周

知を図る。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校校外活動等支援事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

児童生徒の健やかな心と

からだを育てるため、学校

での授業のみならず校外で

の活動を支援する事業であ

る。主なものとしては、校

外行事におけるバス等の借

上げ（交通安全教室、郷土

学習、林間学校等）や各種

クラブ活動、部活動のコン

クールまたは全国大会、関

東大会等の参加に対する補

助金交付を行う。 

 

 

 

 

学力向上プログラム推進事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 児童生徒の学習意欲の向

上と家庭学習の定着に向け

た取組みを推進することに

より、基礎学力の定着とそ

の向上を図る事業である。 

 

＊補助金 

県補助 ２/３以内 

 

 

 

●成果 

 林間学校・宿泊学習等の

バスの借り上げや、各種地

区大会、関東大会等への参

加者に対する補助を行い、

各校外行事が円滑に実施で

きた。 

 また、新型コロナ感染防

止のために増便したバスの

借上げ料を一部負担し、保

護者等の負担軽減を図っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

 令和２年度より学力向上

支援スタッフを配置、令和

３年度については小学校に

11 名、中学校に 9名、計 20

名を配置した。 

全体指導や個別指導の補

助による児童生徒の基礎学

力・基本的な学習内容の定

着、学習意欲の向上や表現

力の向上に向けた取組みを 

 

 

 

●実施内容 

 校外活動に対するバスの

借り上げ、大会参加に対す

る支援を行う。 

 

●今後の展望等 

 郷土学習や林間学校の校

外学習や各種大会への参加

など様々な体験を通じて、

自分自身で考えて行動する

といった人間力形成や情操

教育を養い、豊かな学校生

活を送ることができるよ

う、支援する。 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 昨年度に引き続き、学力

向上支援スタッフを小学校

に 11 名、中学校に 10 名配

置。児童生徒の学力向上に

繋げるよう指導を行ってい

る。 

また、昨年度同様に市立

小中学校において標準学力

検査を実施予定で、現状の

児童生徒の学力を把握分析 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士山教育研究実践事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

富士山学習研究会を中心

として、市内全小中学校に

おける富士山学習（富士山

を知る学習・地域を知る学

習・交流活動）の充実を図

ることを目的とする。 

市内小中学校で行われる

授業実践や体験的活動、キ

ャリア教育（社会的・職業

的自立のための教育）等の

充実を図る事業である。 

 

通して、児童生徒の学力向

上に繋げることができた。 

 また、小学４年及び中学

１・３年生に標準学力検査

を実施し、その結果により

児童生徒の苦手科目克服の

ための対応ができた。 

 学校及び家庭で利用する

ことができるオンライン教

材等の利用契約を行い補助

教材の充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 地域教材の掘り起こしと

授業づくりを目的として、

今年度は下二小地区と下一

小地区で臨地研修を実施し

た。 

また、昨年度実施した下

東小地区の臨地研修の内容

を基にして、下東小におい

て公開授業を実施した。富

士山学習講師派遣事業やふ

じさんミュージアム視察研 

することにより苦手科目の

克服と理解解度を高めるこ

とに繋げている。 

 

●今後の展望等 

オンライン教材ｅライブ

ラリについては、1 人 1 台

タブレットと共に今後さら

に有効的に活用できるよう

教育研修所とも連携し、検

討していく。 

 また、今後の学力向上支

援スタッフの在り方につい

ては、その配置目的と財源

確保の両立が図られるよう

考えていく必要がある。 

 

 

 

 

 

●実施内容 

富士山学習講師派遣事業

やふじさんミュージアム視

察研修、富士山学習成果発

表会の開催等により、富士

山学習の充実に取り組む。 

第６回「わたしたちの富

士吉田市・富士山作品コン

クール」では、市内児童生

徒連絡協議会との連携によ

り、児童・生徒の富士山学

習に対する啓蒙を図る。 

地域教材の掘り起こしと 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 修、市内イントラネットの

積極的活用等により、富士

山学習の充実に取り組ん

だ。 

 新型コロナウイルス感染

症予防対策を講じ「富士子

屋」、「ふるさと発見ワーク

ショップ」を実施した。職

場体験学習は中止とした

が、代替の学習として中学

２年生から企業への質問に

対する回答を通じて、職業

学習を実施した。 

 また、「わたしたちの富士

吉田市・富士山作品コンク

ール」を実施し、児童・生

徒の富士山学習に対する啓

蒙を図った。 

 

●課題等 

 職場体験学習は過去２年

間新型コロナ対応により中

止となっているが、企業と

の連携を図りながら、コロ

ナ禍においてどのように実

施していくかが課題であ

る。 

 

授業づくりを目的とし、今

年度は吉田小地区と吉西小

地区で臨地研修を実施す

る。 

また、前年度実施した下

二小地区および下一小地区

の臨地研修の内容を基に公

開授業を実施する。 

 市内中学２年生を対象と

した職場体験学習を市内及

び近隣にある約 50 の事業

所において実施する。また、

新型コロナウイルス感染症

予防対策を講じ「富士子

屋」、「ふるさと発見ワーク

ショップ」を実施する。 

 

 

 

●課題等 

 コロナ感染症が落ち着い

ている状況にあるが、いま

だ終息したとはいえず、今

年度も万全の対策を講じ事

業を実施する。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

外国語指導委託事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

市内小中学校 11 校への

外国語指導講師（ＡＬＴ）

派遣を業務委託し、外国語

教育の充実と国際理解教育

の推進を図る事業である。 

 

 

●実施内容 

 新学習指導要領全面実施

による小学校外国語活動、

外国語科授業増に対しＡＬ

Ｔを市内 11 校に配置した。

授業を中心として、教育活

動全般にわたりネイティブ

スピーカーであるＡＬＴを

有効に活用することで、児

童・生徒の異文化理解やコ

ミュニケーション力の向上

に大きく寄与した。 

ＡＬＴリーダーが巡回指

導を行い他のＡＬＴの指導

力の向上を図った。また、

学校規模に応じてＡＬＴを

配置し、小中外国語教育の

接続のため中学校のティー

ムティーチングの時数を週

２時間確保した。 

小学校５・６年生の学級

担任の英語指導力の向上の

ために、小学校英語専科教

員とＡＬＴとの授業を通し

て研修を積み重ねることが

できた。 

また、教育研究員が中心

となり、児童生徒の学びの

つながりを意図した授業の

あり方を研究した。 

 

 

 

 

●実施内容 

 市内 11校にＡＬＴを配

置する。学習指導要領全面

実施による小学校外国語活

動、外国語科授業増や中学

校英語のティームティーチ

ング時間の増に対応できる

ようにする。授業を中心と

して、教育活動全般にわた

りネイティブスピーカーで

あるＡＬＴを有効に活用す

ることで、児童・生徒の異

文化理解やコミュニケーシ

ョン力の育成につなげる。 

 ＡＬＴの指導力向上のた

めに、ＡＬＴリーダーを市

内に配置し、巡回指導を行

うとともに、研修所指導主

事が授業観察を行う。 

 ＡＬＴミーティングを実

施し、授業実践の情報交換

を行う。また、ＡＬＴ同士

の親和性を深め、協働意識

を高め、日々の授業に反映

させることを目指す。 

 今年度も引き続き市内に

配置されている小学校英語

専科教員とＡＬＴとの授業

を通して、小学校５・６年

生の学級担任の英語指導力

向上を図っていく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援スタッフ事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 学校教育法等に「特別支

援教育」が明確に位置付け

られている。 

 教育的支援を必要とする

児童生徒に対し、学校の要

請に基づき、学校生活での

補助及び支援を目的とし

て、特別支援教育支援員を

配置する事業である。 

 

＊補助金 

国（防衛９条）補助 

●課題等 

 ＡＬＴの柔軟な活用によ

り、国際理解教育を教育活

動の全般にわたり進められ

るようにする。 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

 知的発達の遅れや肢体不

自由、自閉症、情緒障害だ

けでなく、ＬＤ(学習障害）

やＡＤＨＤ（注意欠陥多動

性障害）などによる特別な

支援を要する児童生徒の割

合は年々増加傾向にある。 

そのため、小学校に 24

名、中学校に９名に特別支

援教育支援員を配置し、支

援を要する児童生徒にきめ

細やかな学校生活の補助を

行うことで、特性の有無に

関わらず、すべての児童生

徒が同じ教室で学ぶための

学級環境づくりや、スムー

ズな学級運営に繋げること

ができた。 

 また、公認心理師等を派

遣。専門的な視点からの助

言により、特別支援教育に

おける教師の資質の向上に

つなげることができた。 

●課題等 

 新型コロナ感染症の影響

によりインバウンドが減少

する中、安定的にＡＬＴが

配置できるように派遣業者

との連絡を密にとる。 

 

 

 

 

●実施内容 

 今年度も特別支援教育支

援員を小学校に 24 名、中学

校に９名配置し、支援を要

する児童生徒に対する学習

面や生活面等の支援も含

め、よりきめ細かな対応を

行っている。 

 

●今後の展望 

 富士吉田市障害者福祉計

画においてもインクルーシ

ブ教育の構築を掲げてお

り、学校教育の中で、人と

人とが個々の違いや多様性

を認め合い、共生していく

意識を学齢期より育むこと

で、将来の福祉環境の充実

を図る。 

また、公認心理師等の配

置については、今年度も配

置し、計画的かつ継続的な

学校訪問や知能・発育（発

達）度の検査結果の分析を 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

富士吉田市外２町４村１組

合ことばの教室共同設置事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

南都留地区の本市外２町

４村１組合の教育委員会が

共同設置事業として、下吉

田第二小学校に「ことばの

教室」を設置し、言語や発

達に課題をもつ幼児・児

童・生徒に対し、適切な言

語教育を行うため、専門教

員による支援を行う事業で

ある。 

 

＊根拠法令 

学校教育法施行規則第 140

条第 1 号に規定する者のう

ち、言語に障害のある者 

児童生徒についても訪問支

援でのアセスメントによ

り、必要とされる支援や環

境調整について、見直しを

図ることができた。 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

７市町村 1 組合から幼児

25 名、児童 83 名、生徒４

名の計 112 名がことばの教

室に通い指導を受けた。 

在級するそれぞれの子ど

もたちに対し、下吉田第二

小学校の教諭６人がそれぞ

れの特性や能力に合わせ、

きめ細やかな個別の指導を

行うことができた。 

また、教諭が 1名増えた

ことにより指導室を 1部屋

増設。空調設備を未設置の

指導室等に設置し施設の充

実を図った。 

行った上で、関係者との相

談を実施し、今後も効果的

な活用ができるよう努めて

いく。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

 教員の配置が更に１名増

え、７名となった。 

子どもの実態を的確に把

握するとともに、個々に応

じた指導目標を設定し、適

切で専門的な指導を行って

いる。 

 また、障害に不安を抱え

た子どもや保護者に対する

心のケアに対応するため、

各関係機関との連携を図り

ながら、適切な指導や相談

に応じている。 

 

⬤今後の展望等 

相談件数も年々増加の傾

向にあり、対応する教員の

スキルアップが必要であ

る。コロナ感染状況を考慮

しながら、県内外の教育研

究会等の参加により、指導

力向上に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校情報セキュリティ

強靭化事業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
学校現場では児童生徒や

保護者などの個人情報を保

管している。情報セキュリ

ティを強化し、個人情報の

流出等のセキュリティ事故

の防止を図る。 
文部科学省のＧＩＧＡス

クール構想により整備した

１人１台タブレットパソコ

ン等の活用を図り、ＩＣＴ

教育の推進と、校務多忙化

の解消を目指す。 

 

 

 

●成果 
普通教室及び特別支援教

室への電子黒板の整備が完

了した。 
 タブレットＰＣで使用す

るデジタル教材の導入を行

い、また、デジタル教材の

活用方法等を指導するＩＣ

Ｔ支援員を配備しＩＣＴ教

育の推進を図った。 
 情報セキュリティ向上の

ため、個人情報を扱う環境

とインターネットに接続で

きる環境を切り離し、情報

セキュリティの強靭化を図

った。 
 
●課題 
 今後、デジタル教科書等

を全校生徒が一斉に使用し

た際に、既存の通信環境で

遅延なく接続可能か検証が

必要となってくる。 
今後、１人１台端末の自

宅への持ち帰り、およびそ

れに伴う充電機器の整備に

ついて、学校と検討が必要

である。 
 
 

 

 

 

●実施内容 
文部科学省で策定してい

る情報セキュリティポリシ

ーが改定されたため、富士

吉田市学校情報セキュリテ

ィポリシーの見直しを行

い、学校へ周知を行う。 
 

●今後の展望等 
 学校での情報資産管理の

方法等を把握し、機微情報

の管理徹底を図る。 
１人１台端末に整備を行

ったデジタル教材の活用を

進め、ＩＣＴ機器の効果的

な活用を推進する。 
 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育（２）教育体制の充実 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

総合教育支援事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

市内小中学校に在籍する

児童生徒が抱える様々な問

題に対応するため、総合教

育支援員による効果的な支

援を行うと同時に、児童生

徒の個々の意欲や満足感等

の状況を把握することで、

不登校やいじめ等の未然防

止を図る事業である。 

 

 

 

 

●実績･成果 

 総合教育支援員を５名任

用。学校や関係機関と連携

し、教育相談や適応指導等

の支援を行った。 

不登校やいじめなどの背

景に家庭での虐待や貧困が

絡むケースが多いことか

ら、スクールソーシャルワ

ーカーに委託。社会福祉的

な観点から支援を行い、不

登校児の学校復帰支援やい

じめの未然防止に取り組ん

だ。 

さらに、児童生徒の個々

の意欲や満足感等の状況把

握のためにハイパーＱＵ検

査を実施。各学校ではその

結果を活用することで、学

級集団づくりや不登校など

の早期発見に繋げることが

できた。 

 

 

●実施内容 

 昨年度に引き続き、総合

教育支援員５名を配置。ス

クールソーシャルワーカー

１名を委託。定期的な学校

訪問や支援室の開設等問題

を抱えている児童生徒の早

期発見に努めている。学校

や関係機関と連携を図りな

がら、問題を抱える児童生

徒やその保護者に寄り添っ

た教育相談や適応指導を行

っている。また、学校では

児童生徒の満足度調査とし

てハイパーＱＵ検査を実施

し、学級集団作りや不登校

の早期発見に繋げている。 

⬤今後の展望等 

問題を抱える児童生徒に

ついては、ＬＧＢＴ、ヤン

グケアラー等多様化してき

ており、要因も本人や学校

だけでなく、友人や家庭等

さまざまな部分の影響によ

ることが考えられる。それ

らにも適切に支援ができる

よう支援員のスキルアップ

を図っていく。 

 

Ｂ１ 

- 15 -



 

（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

教育研修所事業 

担当課：教育研修所 

●事業内容等 

 本市の教育の振興及び児

童生徒の健全な育成を目的

として、教職員研修、教育

に関する調査・研究、教育

相談、外国人子女等指導協

力者や私傷病休暇等代替職

員の派遣を行うとともに、

教職員の業務の軽減を図る

事業である。 

 

 

●実施内容 

教職員校務支援システム

（あいシステム）で新たに

実装した休暇・旅行申請シ

ステムにおいて、利便性を

高めるため現場の声を委託

業者に届けるよう努めた。

併せて、教員用パソコン等

の整備を計画的に進めた。 

 新学習指導要領の全面実

施による「評価の方法」「外

国語科の小中の接続」など

教育課題への対応につい

て、研修所研究員が中心と

なり研究を深めた。特にＧ

ＩＧＡスクールでは、１人

１台タブレットの効果的な

活用について実践と情報の

共有に向け取り組んだ。 

さらに、教職員のＩＣＴ

機器活用技術の向上のため

研修を実施し「主体的・対

話的で深い学び」を実現す

るための授業改善を目指し

た。 

 
 

 

 

●実績･成果 

今日的な教育課題への対

応のため、防災教育研修

会・若手教員資質向上研修

など各種研修会を実施し、

教職員の資質向上を図る。

特に、ＧＩＧＡスクール化

に向けては、教職員一人一

人のＩＣＴ活用技術の向上

が求められており、学校単

位・習熟度別などニーズに

合わせて研修を実施する。 

研修所の各研究会におい

ては、「評価の方法」「タブ

レットの活用・デジタル教

科書の活用」「不登校」など

研究を進め、その成果を学

校現場に還流していく。 

また、幼保小や小中高等

の連携会議を計画的に運営

し、子供たちの学びの道筋

において緩やかな接続が図

れるように取り組む。 

教職員校務支援システム

（あいシステム）の改修と

して、メール機能に災害時

における安全を確認するた

めのアンケート機能を実装

させる。 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題等 

 タブレットを活用した授

業実践の実現を目指し、習

熟に合わせた研修や校内研

修等を系統的に展開してい

く。各小中学校において推

進役となる教職員が中心と

なり、タブレットを活用で

きる教職員を広げていくこ

とが課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題等 

 学習者用デジタル教科書

の効果的な活用とＩＣＴを

取り入れた授業改善に取り

組んでいけるよう情報を発

信する。 

 教職員の多忙化解消への

道筋を模索するための調査

を実施し、問題となる事項

を分析し、その対応を探る。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育 （３）学校施設の充実 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校校舎等維持管理事

業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
児童・生徒や教職員が安

心して快適に過ごせるよう

な学習環境を確保する。 

 

 

 

●成果 
 下一小体育館外部塗装、

明見小屋上防水、吉田小職

員室棟長寿命化予防改修、

少人数学級対応のため明見

小、吉田西小の空調設置工

事、吉田中屋上防水、明見

中格技場改修、富士見台中

学校体育館天井及び床改修

工事ならびに、下吉田中、

吉田中、富士見台中の空調

設置工事を行った。 
 新型コロナ感染防止とし

て小中学校の換気扇設置工

事を行った。 
下二小の受水槽改修工事

の設計業務委託、明見中、

下吉田中体育館の長寿命化

改修工事に向けた基本設計

業務を行った。 
修繕については、緊急

性・安全性・必要性を踏ま

え、学校運営に支障をきた

さぬよう対応した。 
 

 

 

 

 

 

●実施内容 

明見中学校長寿命化改修

に向けた実施設計を実施す

る。 

下吉田中体育館長寿命化

改修工事に向けた基本設計

を継続実施する。 

令和５年度に向け、明見

小学校受水槽改修設計業

務、小学校体育館ＬＥＤ・

防災機能強化の改修設計を

行う。 

下二小受水槽改修工事、

明見小学校受変電設備改修

工事、明見小学校擁壁改修

工事を行うなど、施設の維

持管理に努める。 

また、吉田小の長寿命化

予防改修工事を継続実施す

る。 

 

 

 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 
各校共通の課題として、

校舎等の老朽化に伴い、大

規模な改修工事や修繕が必

要となってきている。 
今後、令和 15 年から令和

34 年の 20 年間に学校施設

の集中的な建て替えが必要

となる。学校施設は市の施

設の中で最も多くの割合を

占めており、財政的負担が

集中することが考えられ

る。策定した長寿命化計画

に基づき、施設の効果的・

効率的な改修・修繕を行う

とともに、維持管理費用や

施設の更新の平準化を図っ

て行く必要がある。 
山梨県の施策としての

25 人学級の推進により、教

室数の不足や学校給食セン

ターにおける物品の維持管

理・運営等の問題等が想定

されるため、動向を注視す

る必要がある。 
また、新型コロナウイル

ス感染防止のための消耗品

等を購入し、学校内の感染

リスクの軽減に努めた。 

【主な整備物品】 
・ＣＯ２モニター 
・パルスオキシメーター 
・非接触型自動検温器 
・換気扇 

 

●今後の展望等 

市内小中学校の施設老朽

化に対し、令和２年３月に

策定した長寿命化計画や社

会経済情勢を踏まえ、計画

的に更新できるよう努め

る。 

また、新型コロナウイル

スの流行の推移を見なが

ら、学校施設内の感染防止

対策など必要な措置を継続

する。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 
令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

小中学校管理事業 
担当課：学校教育課 

●事業内容等 
学校の安全管理や設備・

備品等を維持していくため

に、物品や備品等の管理、

購入を行い、円滑な学校運

営を図る。 
 

 
 
●成果 
 学校施設の適切な運営の

ために必要な消耗品や備品

の整備、学校施設・備品の

軽微な修繕等を実施した。 
 

 
 

 

 

●実施内容 

 各小中学校と連携し、学

校施設の適切な維持管理や

安全管理とともに、児童生

徒の健全育成や安心安全な

学びの場となるように努め

ている。 

 

●今後の展望等 

学校と連携し、適切な学

校施設の運営を図ってい

く。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育 （４）健全安全教育の充実・推進 

事業内容等 
令３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

就学時健康診断事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

本市に住所を有する、来

年度小学校に就学する予定

者に対し、健康診断を行う

ことにより、心身の疾病や

異常の疑いがある者をスク

リーニングし、保健上必要

な助言を行い就学支援等に

結びつける。 

 

＊根拠法令 

学校保健安全法第 11 条 

 

 

 

●実績･成果 

市民会館を健診会場と

し、３日間の日程で集合健

診を実施した。令和３年度

は 378 名が受診した。 

問診票の回答や知能検

査・健診当日の子どもの様

子からだけではなく、市内

保育園・幼稚園や健康推進

室の地域保健師・子育て支

援課の保育園巡回看護師・

福祉課の保健師等からの情

報を活用し、就学に向けた

教育相談に繋げることで、

きめ細かな就学支援を行う

ことができた。 

 新型コロナウイルス感染

症対策として、３階フロア

ーに加えリハーサル室やふ

じさんホールを借用し、対

応する職員の増員や、検査

室や順路などの動線の調整

を行うことで会場内の混雑

の回避を図った。 

 

 

 

●実施内容  

【令和４年度健診日】 

10 月 25 日（火） 

 10 月 26 日（水） 

 10 月 27 日（木） 

会場：市民会館３階・ 

   ふじさんホール 

【予備日】 

 10 月 31 日 明見小 

 

 新型コロナウイルスの状

況を踏まえ、感染症対策を

徹底して実施する。 

 

●今後の展望等 

 会場運営にあたり、受付

時間を学校ごとに調整し、

全体の流れがスムーズにな

るよう誘導スタッフを多く

配置する。 

感染症対策として、オー

トクレーブ済みの鼻鏡・耳

鏡・歯鏡・探針をレンタル

対応する。ディスポの遮眼

子や舌圧子を使用する。 

 

 

 

 

Ｅ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

児童生徒健康管理事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

学校保健安全法及び富士

吉田市小・中学校管理規則

に基づき、学校医・学校歯

科医・学校薬剤師を配置し、

児童生徒に対する各種健診

を実施するとともに、児童

生徒の健やかな育成及び健

康管理を図る。 

 

 

＊根拠法令 

・学校保健安全法第 23条 

・富士吉田市小・中学校 

管理規則第５条 

 

 

 

●実績･成果 

 富士吉田医師会、山梨県

歯科医師会、富士吉田市学

校薬剤師会に推薦依頼を行

い、推薦を受けた医師・眼

科医・歯科医師・薬剤師に

委嘱し、各小中学校におい

て学校保健安全法による健

康診断を実施し、疾病の予

防や適切な治療の指導等を

行った。 

 また、学校医等に専門的

な助言を受けることによ

り、児童生徒の健康管理や

感染症の拡大予防に努め

た。 

結核対策委員会におい

て、３名の要検討者につい

て精密検査の要否を検討

し、全員精密検査不要とい

う結論を導き出した。 

学校給食における食物ア

レルギー対応委員会を開催

し、学校給食にかかるアレ

ルギー対応について検討を

行った。 

 

【令和３年度委嘱人数】 

 学校医（眼科医含む） 

    59 名 

学校歯科医  16 名 

 学校薬剤師  11 名 

 

 

●実施内容 

医師会等の関係機関との

調整により、滞りなく学校

医の委嘱を行い、学校医の

配置体制を整えている。 

 法令に基づき各小中学校

の学年に応じた検査及び健

診を円滑に実施できるよ

う、関係機関や学校への働

きかけを行う。 

 食物アレルギー対応や結

核対策の委員会を行い、必

要な事項について検討を行

う。 

健康診断においては感染

症対策として、オートクレ

ーブ済みの鼻鏡・耳鏡・歯

鏡・探針をレンタル対応す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和４年度委嘱人数】 

 学校医（眼科医含む） 

 59 名 

学校歯科医  16 名 

 学校薬剤師  11 名 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

学校給食センター運営事業 

担当課：学校給食センター 

●事業内容等 

成長期の児童生徒及び幼

児に対し、栄養バランスの

とれた安心安全な給食を提

供し、健康の保持増進を図

る。また、地産地消を含め

た食育指導を通じ、食事に

関する正しい理解と望まし

い食習慣を身に着ける力を

養う。 

食物アレルギー疾患を持

つ児童生徒には、詳細な献

立表の対応や除去食の提供

を行う。 

 給食費無償化に伴い、児

童生徒の給食費に調整交付

金を充当する補助事業を行

う。 

災害時には、炊き出しの

拠点としても機能する施設

である。 

 

 

 

●実績･成果 

学校給食衛生管理基準を

遵守するとともに、令和３

年度も引き続き、新型コロ

ナウイルス感染症対策を徹

底し、安心安全な給食を提

供することができた。 

市内小中学校では黙食で

の給食であったが、各校の

給食時間に管理栄養士及び

栄養教諭が学校訪問を行っ

た。献立で使用する食材や

栄養バランスなどを児童生

徒へ説明し、給食を生の教

材として活用した食育を推

進することができた。 

食物アレルギー疾患を持

つ児童生徒に対しては、学

校・保護者・調理員と綿密

な情報交換を行い、事故な

く詳細な献立表及び除去食

にて対応を行った。 

市立小中学校の在籍児童生

徒へ給食費無償化を実施し

た。 

また、食物アレルギーや

疾患のため、弁当を持参し

ている児童生徒に対し、給

食費補助金を交付した。給

食費無償化の保護者アンケ

ートでは、約 95％の保護者

が経済的負担の軽減に繋が

っており、給食費無償化の

継続を希望していることが 

 

 

●実施内容 

 令和３年度に引き続き、

衛生管理、施設管理を徹底

し、安心安全な給食を提供

する。 

今年度は学校訪問の他、

感染症対策を十分に行い、

小学校６校の施設見学受入

れ、２校の給食試食会、１

校の給食学習会を実施して

いる。児童の食育推進だけ

ではなく、家庭へ直接働き

かけができ、給食について

理解を深めてもらう機会と

なっている。 

食物アレルギー疾患を持

つ児童生徒に対して、引き

続き事故がないよう、情報

共有し対応している。 

 給食の調理及び配送等業

務の民間委託契約が、7月

末で期間満了となるため、

公募型プロポーザル方式に

て、次期受託者をしっかり

審査し次期契約を締結す

る。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

わかった。 

献立では、全国の郷土食

や季節に応じた行事食など

を実施し、食への関心を高

められるよう工夫した。 

また、地産地消の取り組

みとして、富士吉田市で採

れた新米、野菜、果物を収

穫期に給食へ取り入れた。

特に７月に市制 70 周年記

念事業として提供したお祝

い献立では、普段なかなか

提供できない富士吉田市産

の食材を多く使用した。富

士吉田市の食文化に触れ、

多くの生産者や食材に感謝

する機会となった。 

 

●課題等 

 食品ロス、食品廃棄物の

削減はＳＤＧｓの目標の一

つであるが、多くの給食残

渣が出ているため、食育指

導のあり方がより重要とな

っている。 

施設建設から５年が経過

し、厨房設備や機械設備等

の故障頻度が高くなってお

り、緊急修繕の対応が増え

ている。 

また備品についても入替

時期に入ってきており、長

期計画で備品の整備を行っ

ていく必要がある。 

●今後の展望等 

急激な食材価格高騰によ

り、昨年度以前と同じ献立

の組み立てが難しい状況で

ある。必要な栄養価を維持

しつつ、美味しい給食を提

供できるよう食材や調理法

を工夫し、取り組んでいく。 

食材高騰の中、工夫して

提供している給食である

が、多くの残渣が出ている。

給食残渣は、食品ロスの問

題だけではなく、成長期の

児童生徒が本来摂取すべき

量の給食を配膳・喫食出来

ていないことも考えられ

る。そのため、各校への学

校訪問で現状を把握すると

ともに、給食中の声掛けや、

小学生には紙芝居など分か

りやすい教材を用いるなど

工夫をし、各校に応じた働

きかけを行っていく。 

長期休業中に厨房設備や

機械設備の点検整備をしっ

かり行い、修繕箇所の早期

発見に努めるとともに、修

繕と備品整備の長期的な計

画を立て進めていく。 

今後、アレルギー品目に

ついて変更が見込まれるた

め、最新の情報把握に努め、

遅延なく対応できるように

努めていく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 食物アレルギー対応につ

いては、詳細な献立対応者

は年々増えている傾向にあ

り、安全に除去食を提供す

るために、配膳から喫食状

況までの各校の実態を把握

し、事故が起こることがな

いよう確認していく必要が

ある。 

 

給食費無償化については

事業継続ができるよう取り

組むとともに、多額の市費

が使われていること、市民

全体で学校給食費を負担し

ていることを、広報紙やホ

ームページを活用し一層周

知していく。 

給食関係者から新型コロ

ナウイルス感染者が発生し

た場合や有事を想定し、地

元業者等と連携し、できる

限り給食が提供できるよう

取り組んでいく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第２節 学校教育 （５）義務教育環境の充実 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

児童生徒就学援助・奨励事

業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 
経済的な理由により就学

困難と認められる児童生徒

の保護者に対して必要な援

助を行う。 

また、特別支援学級に在

籍する児童生徒の保護者の

経済的負担を軽減するた

め、その負担能力の程度に

応じて必要な援助を行う。 

 
 
 
●成果 

無償配布される教科書を

除く、他の学用品、修学旅

行費、校外学習費にかかる

費用の一部について援助を

行った。 
また、荒井三千男新入学

児童生徒奨学金の支給を行

い、多くの対象児童生徒の

保護者の経済的負担の軽減

を図った。 
給食費無償化に伴い、市

外公立学校及び私立学校に

通学する児童生徒の保護者

へ補助を行い、給食費に係

る経済的負担の軽減を図っ

た。 
 

 

【令和３年度支給額】 

要保護・準要保護 

小学校  5,367,147 円 

中学校  8,329,560 円 

荒井三千男奨学金 

小学校  4,500,000 円 

中学校  5,400,000 円 

 

 
 
 
●実施内容 

 各世帯の状況に応じ必要

な援助を行い、保護者の負

担軽減を図っている。 

給食費無償化に伴い、市

内在住で、市内公立小中学

校以外の小中学校等に通学

する児童生徒の保護者に対

し、給食費の補助を行って

いる。 

また、令和４年度から公

立小中学校と私立学校に通

学する児童生徒の保護者に

対する補助金額の基準を同

等とした。 

 

●今後の課題 

 荒井三千男氏からの寄付

を原資とする基金残高が底

をついた後の事業継続実施

の検討を要する。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

  

特別支援就学援助 

小学校   480,357 円 

中学校   537,456 円 

 

市外の学校へ通学する児童

生徒の保護者への給食費の

援助 

 小学校  657,880 円 

 中学校 1,352,040 円 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第３節 青少年 （１）青少年育成 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

青少年センター管理運営事

業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

施設管理 

 青少年等が団体生活をし

ながら規律、協力、友愛及び

奉仕の精神を養い、健全な心

身を育むことを目的とする。

指定管理者による施設の効

率的で効果的な管理運営を

図る。 

 

 

 

●実績･成果 

特定非営利活動法人富士

北麓まちづくりネットワー

クによる指定管理のなか、

新型コロナウイルス感染拡

大防止に留意しながら安

全・安心に青少年教育活動

が展開できるよう、対策を

講じ施設運営に努めた。 

また、利用者の安全性・

利便性の向上のため、高性

能空気清浄機の購入、外壁

等補修修繕等を実施し施設

の維持管理、環境整備を図

った。 

【令和３年度利用者数】 

延  6,449 人 

 （内 市民 5,187 人） 

〇自主事業 

 食事提供事業 

 絵画展 

 交流事業 

 

●課題等 

・経年劣化により修繕箇所

等が増加傾向となっている 

・コロナ禍による宿泊者・ 

 
 
 
●実施内容 

・特定非営利活動法人富士

北麓まちづくりネットワー

クを指定管理者として、引

き続き施設の管理運営を実

施する。 

・「長寿命化計画」をもとに

計画的、効率的に修繕に対

応する。 

・新型コロナウイルス感染

対策を徹底し、より安心安

全な施設利用を目指す。 

 

●今後の展望等 

国・県の動向を注視しな

がら新型コロナウイルス感

染防止対策を随時見直し

し、安心安全な施設運営を

前提にコロナ前の施設利用

率を目指す。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

青少年教育事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

次代を担う青少年の健全

育成を図るべく、スポーツ

大会や各種研修会の実施、

青少年を取り巻く環境浄化

のための情報発信等を行

う。 

また、青少年育成カウン

セラーによる指導、相談、

助言等を行う。 
 

利用者の減少とそれに伴う

収入の減少が見込まれる。 

 

 

 

 

●実績･成果 

・育成会連合会の開催 

・青少年対策本部事業 

  学童野球大会 

ミニバス大会 

非行防止標語大会 

・成人祝賀式 

・ジュニアリーダーキャン 

プ 

 

●課題等 

青少年の健全育成は地域

が主体となって推進してい

くことが重要である。コロ

ナ収束後を見据えるなか

で、育成会活動等を推進す

るなど地域への啓蒙（働き

掛け）を行う。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・育成会連合会における情

報交換・意見交換を行い、

継続的に青少年育成活動を

支援する。 

・ＩＣＴ社会の保護者や子

ども達にむけて、スマホ等

の使用方法・注意点などの

情報提供を行う。 

・学童野球大会、ミニバス

大会は感染防止に留意して

実施する。 

・ジュニアリーダーキャン

プについてはジュニアリー

ダーアウトドア体験と名称

を変更し日帰りで鳴沢村に

て実施する。 

・令和５年は成人年齢引き

下げに伴い、「二十歳を祝う

会」となる。 

 

●今後の展望等 

・子どもの減少によるチー

ム数の減少に伴い学童野球

大会、ミニバス大会のあり

方、青少年総合対策本部と

してのかかわり方などにつ

いて検討する。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

放課後子ども教室推進事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

子ども達が放課後を安

全・安心に過ごし、多様な体

験・活動ができるよう、地域

住民等の参画を得て、学習や

体験・交流活動などを行う。 

 

 

●実績･成果 

【令和３年度開催状況】 

５月から開催した。 

（活動休止期間： 

8/7～10/11・1/24～2/28） 

・富士小学校 

 登録数 32 名 24 日開催 

 利用者数 延べ 461 名 

・下吉田第一小学校 

登録数 36名 36 日開催 

利用者数 延べ 550 名 

・吉田西小学校 

 登録数 54 名 30 日開催 

 利用者数 延べ 703 名 

・明見小学校  

 随時 土日教室２回開催 

 利用者数 延べ 19 名 

 

●課題等 

事業の性格から学校、地

域住民等の協力が不可欠で

ある。新規開設には余裕教

室などの場所、推進員・サ

ポーターの人員確保が必要

となっている。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

●実施内容 

・下吉田第二小学校を新規

に開校する。 

・新型コロナウイルス感染

拡大防止対策を行い実施す

る。 

５月～富士小・吉田西小 

下吉田第一小・ 

下吉田第二小開校 

６月～明見小 開校 

・定期的なスタッフ会議等

の開催により事業の資質向

上を図る。 

 

●今後の展望等 

未実施の学校への導入方

法について検証し、導入を

見据えて事業協力団体等を

探していく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第４節 生涯学習 （１）施設の活用・充実 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

図書館管理運営事業 

担当課：図書館 

●事業内容等 

公共図書館として、市民

に対し適切な図書館サービ

スを提供できるよう、資料

の収集、情報の提供、図書

館間の相互協力など図書館

環境の整備充実を図るとと

もにスタッフの資質、能力

の向上に努める。 

さらに、地域のコミュニ

ティ施設としての役割とそ

の目的を達成するため、ま

た、図書館がより身近な存

在となるよう各種イベント

や時代にあったサービスを

提供する。 

 

根拠法令 

・図書館法 

・富士吉田市立図書館の設

置及び管理に関する条例 

 

 

 

●実績･成果 

コロナ禍においても常に

公立図書館としての役割を

念頭に入れ、市民の生涯学

習活動や文化活動の情報発

信基地として時機を得た図

書資料の提供や図書館環境

の充実が図れた。 

また、地域のコミュニテ

ィの場として、幅広い年齢

層をターゲットにイベント

開催するとともに、図書館 

ホームページや YouTube チ

ャンネル、Instagram、

Twitter などのＳＮＳを活

用した広報活動を積極的に

進めることで、身近な公共

施設として、市民の利用促

進を図ることが出来た。 

 

令和３年度実績 

開館日数     284 日 

貸出者数    64,393 人 

貸出点数    321,343 点 

定期開催型イベント 104 回 

        3,232 人 

企画型イベント   33 回 

        1,923 人 

 

 

●実施内容 

・資料の収集・整理・保存・ 

利用に関する事 

・オンラインイベント 

・YouTube、Instagram、

Twitter での広報活動 

・図書館システムの管理 

・職員研修 

 

●今後の展望等 

限られた予算の中で、最

新の資料収集や利用者のニ

ーズに沿った資料提供を行

い、利用者の満足度向上を

図る。 

新型コロナウイルスの感

染状況を見ながら、中止と

なっていた対面型イベント

を再開する。 

利用者のリクエストに応

じたイベントを開催し、図

書館の利用促進を図る。 

職員の資質と技術の向上

に向けた様々な分野の研修

を実施する。 

幅広い年代層に対応する

ため、ホームページや広報

紙、館内掲示での周知に加 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YouTube チャンネル作品 

          4 回 

 

 

●課題等 

事業運営上の課題として

は、新型コロナウイルスの

感染予防対策のため、館内

や返却図書の消毒作業によ

る負担が大きくなってい

る。 

また、感染状況によって、

イベントが急遽中止になっ

たり、延期を余儀なくされ

たりと、計画通りの成果が

得られない状況となってい

る。 

施設管理上の課題として

は、館内設備の老朽化によ

る故障が増え始めており、

特に空調設備の不具合が増

えていることから、今後、

大規模な修繕工事も想定さ

れる。 

 

 

 

 

 

え、ＳＮＳを活用した広報

活動も積極的に進めてい

く。 

また、視覚による表現の

認識が困難な方でも、読書

を楽しむことが出来るよ

う、通常よりも大きな文字

の大活字図書の充実を図る

ことで、図書館サービスを

受けることが難しい方々に

対する支援なども進めてい

く。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

子供読書推進事業 

担当課：図書館 

●事業内容等 

子供達が積極的に読書活

動を行う意欲を高め、生涯

にわたる読書習慣を身に付

けることができるよう発達

段階に応じ、段階的に読書

の楽しさを知る機会を提供

し、その環境づくりを行う。 

 

根拠法令 

・子どもの読書活動の推進

に関する法律 

 

 

 

●実績・成果 

子供達の読書環境整備を

目的に、各成長の節目ごと

（４ヶ月健診時・小学校入

学時・中学校入学時）にそ

れぞれに合った図書の贈呈

が出来た。 

また、放課後児童クラブ

や学校図書館との連携によ

る図書資料の提供や館内イ

ベントを実施することなど

で、身近に本や図書館を感

じてもらう環境づくりに努

めた。 

 

令和３年度実績 

・羽田ブックプレゼント 

事業 

ファーストブック 291 人 

セカンドブック 335 人 

サードブック  422 人 

・学校図書館連携図書購入 

         598 冊 

・出前おはなし会 

57 回  1,402 人 

・学校図書館等連携事業 

小学校貸出実績  1,655件 

中学校貸出実績   559件 

・子供会（冬休み） 

1 回 96 人 

 

 

 

 

●実施内容 

・羽田ブックプレゼント 

事業 

・子供会の実施 

・学校図書館や関係機関と 

の連携 

・ボランティア団体との協 

力による出前おはなし会 

の実施 

 

●今後の展望等 

子供の読書習慣を形成

し、読書活動を継続してい

けるよう、引き続き事業の

継続と支援を行っていく。 

具体的には、乳幼児期か

ら読書に親しむ機会が得ら

れるよう、保護者に対して

読み聞かせの大切さを伝え

るとともに、図書の貸出数

が比較的少ない 13 歳から

19 歳の世代には、ヤングア

ダルト（ＹＡ）図書の充実

や特設コーナーの設置によ

り、利用促進に繋げる工夫

をするなど、子供の成長段

階に応じた読書環境の整備

を継続的に実施して、子供

の自主的な読書活動と生涯

わたる読書習慣を身につけ

るための支援を進めてい

く。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題等 

新型コロナウイルス感染

症の影響は、定期的に図書

館内で開催していた「おは

なし会」などの対面型の事

業や「子供会」のような集

客型の事業が中止となり、

子供が読書活動に対して興

味や意欲を高めるために実

施していた取り組みが制限

されるなど、事業を進める

にあたっての大きな障壁と

なっている。 

また、事業費の財源とし

て、教育文化振興基金（羽

田基金）を充てているが、

計画では、20 年間の事業で

あり、令和９年度に終了す

る予定となっている。 

今後、財源も含めてこの

事業をどのように存続して

いくのか考える必要があ

る。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

市民会館管理運営事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇施設管理 

 地域の教育・文化の中核拠

点施設であり、市民の文化学

習の場である富士五湖文化

センター・市民会館の管理運

営を行い、地域住民の福祉の

増進、文化の向上及び地域の

発展を目的とする。 

また、指定管理者による施

設の効率的で効果的な管理

運営を図る。 

 

 

●実績･成果 

・（一財）富士吉田文化振興

協会の指定管理により施設

を運営した。 

新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、利用制限

を設ける中で施設運営を再

開した。 

・指定管理者の更新手続き

を実施した。 

【令和３年度利用者数】 

利用者数 46,900 人 

（R2 年度 40,715 人） 

【自主事業】  

① 自遊大学  62 教室 

② 映画鑑賞事業 開催 

③ コンサート等 開催 

④ 芸能芸術鑑賞 中止 

 

 

●課題等 

設備等の修繕や定期的な

メンテナンスが必要であ

る。平成 23 年のリニューア

ルから 11年が経過し、施設

の大規模改修が必要となっ

てきている。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・（一財）富士吉田文化振興

協会を指定管理として施設

の維持管理を実施する。 

・新型コロナウイルス感染

拡大防止対策を講じた中で

施設貸出を実施する。 

・施設の利用促進に繋がる

ような指定管理者による自

主事業（自遊大学ほか）の

実施を働きかける。 

・長寿命化計画に基づき定

期的な設備改修及び修繕等

を実施する。 

 

 

●今後の展望等 

国・県の動向を注視しな

がら新型コロナウイルス感

染防止対策を随時見直し

し、安心安全な施設運営を

前提にコロナ前の施設利用

率を目指す。 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第４節 生涯学習 （２）社会教育の推進 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

社会教育推進事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇社会教育委員活動 

 市民の学習ニーズや時代

に即した幅広い学習の場を

提供するため、情報収集及び

事業の計画立案等を行い、社

会教育、生涯教育の進展を図

る。 

＊根拠法令 

社会教育法第 15条 

 

〇社会奉仕団体への支援 

 婦人会の奉仕活動等を支

援することで、その社会参

画、地域貢献活動等の推進を

図る。 

 

 

 

 

●実績･成果 

・市社会教育委員の定例会

等の開催 

・南都留社会教育委員連絡

協議会への参加 

・南都留地区担当者会への

参加 

・市民大学及び各中央社会

学級の視察を行った。 

・連合婦人会の活動支援 

（R３年度補助金 1,500

千円） 

 

●課題等 

・新型コロナ感染拡大防止

により書面会議、視察研修

中止等を余儀なくされて

いる。 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・他団体の先進事例に関す

る情報収集や意見交換を行

うため、社会教育委員向け

の研修会に参加する。 

・社会教育委員が直接的に

中央社会学級運営事業等に

携わり、現場の様子を確認

することで社会教育の発展

に繋げる。 

・R４年度開催の第 53回関

東甲信越静社会教育研究大

会山梨大会への協力。 

・連合婦人会の奉仕活動・

事務等に協力し、その社会

参画、ボランティア活動等

を推進する。 

 

●今後の展望等 

・先進地視察研修等を通じ

て講座等の企画立案につい

て意見交換を行い、社会教

育委員活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

生涯学習講座事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇講座等の主催 

生涯学習に対する市民の

多種多様な要望に応えるた

め、様々な学習の情報・機

会・場所を提供する。また、

子どもから高齢者まであら

ゆる世代に対応した各種教

室、講演会等を開催し、学習

内容の充実を図る。 

〇活動団体支援 

教育機関が実施する公開

事業や各地区における社会

学級開設事業への補助。 

 

 

 

●実績･成果 

・富士の里市民大学 10回 

・家庭教育学級   10 回 

・寿教室の開催  ８教室 

・中央社会学級  ９講座 

・地区社会学級  32 学級 

・成人学級の開催 ２地区 

・生涯学習講座  １講座 

・富士山ジュニアカレッジ

20 教室 

 

各種事業においては、申

込方法を電話だけでなく、

世代に応じてメールやＱ

Ｒコード等を活用し利便

性の向上を図った。 

 

●課題等 

・人気教室をできるだけ多

くの希望者が受講できる

よう会場・応募方法に工夫

を凝らす。 

・新型コロナ感染拡大防止

により休止している地区

社会学級が多く見受けら

れるため、感染防止に留意

した再開を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・新型コロナウイルス感染

拡大防止のガイドラインに

沿って、参加人数の調整や

実施時間の短縮など、感染

防止対策を講じた上で事業

を展開していく。 

・広報紙及びＨＰやＣＡＴ

Ｖ、ラジオ放送、ポスター

などの媒体を活用し、引き

続き事業のＰＲを実施す

る。 

 

●今後の展望等 

・他部課とも連携・協力を

密にし、各受講対象者層に

効果的に情報発信を行う。 

・市民ニーズに応じた講座

を開催するため、他団体の

催し、市民の要望等の情報

収集に努め、常に講座内容

を更新していく。 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第５節 文化・芸術 （１）文化・芸術の振興 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

芸術文化振興事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

〇文化振興活動 

文化意識を高め、心の豊

かさを養い、本市における

芸術文化の向上を図るた

め、芸術文化活動を支援す

る。 
〇活動団体の支援 

文化振興団体を支援する

し、市民に対し様々な文化

活動に触れる機会を提供す

るとともに後進の人材育成

を促す。 
 

 

 

●実績･成果 

・第 69 回富士吉田市文化祭

を開催した。コロナ禍によ

り直接公募展会場へ足を運

ばずとも展示風景が見られ

るようＣＡＴＶで放送し

た。 

また感染拡大防止のた

め、表彰式への入場者を４

賞のみとした。 

・梅若薪能事業 

・文化協会への支援 

・文化振興協会への支援 

・市立４中学校文化部活動

指導者派遣 

 

 

●課題等 

・文化団体構成員の高齢化

に伴い、後継者育成が懸案

となっている。 

また、コロナ禍における

施設の入場制限などで会場

確保、大人数での集会が難

しい状況である。 

 

 

 

 

 

●実施内容 

・文化芸能活動の発展と市

民が芸術文化に触れる機会

を提供するため、第 70 回富

士吉田市文化祭及び公募展

を開催する。 

・11 月３日文化の日には、

文化祭公募展表彰式を開催

する。 

・自治会及び文化団体等の

活動費に対し補助金を交付

することにより、文化活動

の振興を推進し、地域や各

文化団体の活動を支援す

る。 

 

●今後の展望等 

・若い世代への芸術文化意

識の向上を図り、地域の文

化活動を担う人材育成に繋

げる。 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第５節 文化・芸術 （２）文化財等の保存と活用 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

文化財保護対策事業 
担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

地域の貴重な文化遺産を

後世に継承するため、文化

財の保護及び保存に努める

とともに、文化財保護に関

わる意識の啓蒙を広めるた

めの積極的な活動を展開す

る。 

 

根拠法令 

文化財保護法 

市文化財保護条例 

市文化財保護費及び保存施

設費補助金交付要綱 

 

 

 
●実績・成果 

○概要 

市内の指定・未指定の文

化財の調査や指定文化財の

修理、点検等の維持管理。

文化財指定地域における開

発等に対する許認可。 

○文化財修理等 

・北口本宮冨士浅間神社東

宮本殿・西宮本殿建造物保

存修理事業の指導・助言。 

○文化財の保護・保存 

維持管理の助成 

・北口本宮冨士浅間神社自

動火災報知設備修繕 

・重文防災設備保守点検 

・無形民俗文化財保持団体

活動費助成４団体 

・文化財愛護団体活動費助

成 5団体 

○埋蔵文化財の保護 

・包蔵地立会い等（13件） 

・包蔵地照会受付（327 件） 

○文化財の調査 

・富士山信仰用具調査 

・富士山信仰関係古文書調

査 

 

 
 

●実施内容 

・北口本宮冨士浅間神社東

宮本殿及び西宮本殿建造物

保存修理工事の指導。 

・北口本宮冨士浅間神社防

災施設整備の指導。 

・外川家住宅耐震補強工事

基本設計作成。 

・中雁丸家表門移築工事設

計作成 

・吉田城山の間伐 

・吉田城山法面対策工事の

工事方法の相談 

・埋蔵文化財包蔵地に関す

る照会、届出、立会等の対

応 

 

●今後の展望 

○概要 

市内には、世界文化遺産

富士山構成資産も含め、

国・県・市の指定文化財が

多数ある。市全域の文化財

について、長期的な視点に

立った保存や活用等の方針

を検討する。 

 

 

 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館管理運営事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

社会教育施設として、歴史、

民俗等に関する市民等の知

識の向上を図り、市民等の文

化の発展に寄与することを

目的とし、博物館及び付属施

設の管理・運営を行う。 

 

○文化財保護の啓蒙 

・文化財防火デー防火訓練

(正福寺) 

・文化財見学受付及び見学

指導（吉田胎内、新倉掘抜） 

○特別名勝・史跡「富士山」

の現状変更事務（48 件） 

 

●課題等 

・登録有形文化財の保存活

用に向けた制度・要綱等の

整備 

・国指定史跡「富士山」の

整備計画策定 

・文化財主事等の専門知識

を有する職員配置が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施・成果 

〇施設内の各種保守業務の

実施及びエリア内附属施設

等の管理、樹木剪定、清掃

等を行った。５月 22 日から

６月 30 日までスロープ設

置工事のため、８月９日か 

 

○北口本宮冨士浅間神社保

存修理、北口本宮冨士浅間

神社防災施設整備、外川家

住宅耐耐震補強工事 

・北口本宮冨士浅間神社東

宮及び西宮本殿の修理は、

令和４年度に完了予定。令

和７～９年度に拝殿及び幣

殿他９棟の重要文化財建造

物群の調査工事を実施し、

保存修理工事に向けた設計

作成予定。 

・北口本宮冨士浅間神社の

防災施設整備は、令和６年

度終了予定。 

・旧外川家住宅は、令和４

年度に基本設計、令和５～

７年度に実施設計及び耐震

補強工事を実施予定。 

・武藤家住宅の復元工事 

 

 

 

 

 

●実施内容 

① 常設展 

② 企画展 重要有形民俗

文化財登録記念「吉田

口の富士山信仰用具」 

上吉田成立 450 年吉田

胎内 130 年「上吉田の 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

また、教育施設というだけ

でなく、世界遺産「富士山」

の魅力を紹介する施設とし

て、観光資源としての役割を

担っている。 
 

根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら９月 12 日まで山梨県の

臨時特別協力要請及びまん

延防止等重点措置のため臨

時休館し、開館後はガイド

ラインに則り、感染対策及

び安全を考慮し収容人数の

制限を設けて運営を行っ

た。 

○誘客・広報業務 

①新聞、旅行誌等への掲載

や北口本宮冨士浅間神社参

道におけるさんにち市へ参

加出店し、ふじさんミュー

ジアムのＰＲを実施し、誘

客を図り来館に繋げる取り

組みを行った。 

②入館無料 市民夏祭り等 

③無休開館 ７.８月 

④企画展を３回開催し、市

民入館無料やワークショッ

プ等市民参加型イベント等

を実施した。 

⑤市内小学校と連携し富士

山学を中心に貴重な資料や

展示の見どころなどを紹介

することで博物館及び歴史

文化に対する興味関心を醸

成し、施設の来館につなげ

た。 

 

●課題 

コロナ禍において、緊急事

態宣言及びまん延防止等重

点措置の発出により、学校 

歴史」(仮) 

「富士登山案内絵図」

(仮) 

③ ワークショップの開催 

④ 小中学生を対象にガイ

ダンス映像及び見学時

のワークシートを提

供。 

⑤ 北口本宮冨士浅間神社

参道におけるさんにち

市への出店及び各種広

告掲載等によるＰＲの

継続。 

⑥ ＶＲ映像展示設備の制

作。 

 

●今後の展望 

①感染対策に努めながら、

教育委員会及び産業観光部

等のイベントとコラボし誘

客に繋げていく。 

②今年度制作を進めている

ＶＲ映像展示、観光商談会

をはじめ旅行会社にＰＲ

し、営業活動を強化する。 

③富士の杜巡礼の郷公園整

備に伴いエリア内の来館者

の安全確保に努め、供用開

始後の運営に向け、関係部

署と適切に情報共有を図

る。 

④博物館施設の指定管理導

入にむけた課題整理及び検

討。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
御師外川家住宅等整備活用

事業 
担当課：歴史文化課 

●事業内容等 
博物館の附属施設である

「御師旧外川家住宅」は富士

山世界文化遺産の構成資産

のひとつで重要文化財施設

である。「御師旧外川家住宅」

の一般公開を行うことによ

り、文化財建造物として活用

するとともに、富士山及び富

士吉田市の歴史・民俗に関す

る市民等の知識の向上を図

る。 
 
根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

団体をはじめ個人及び国内

外の誘客が厳しい状況であ

るが、ガイドラインに則り

感染対策及び安全性を考慮

し運営を行う。 

 

 

 

 

 

 

●実施・成果 

〇山梨県の臨時特別協力要

請及びのため、８月９日か

ら９月 12 日まで臨時休館

し、開館後はガイドライン

に則り、感染対策及び安全

を考慮し収容人数の制限を

設けて運営を行った。 

○毎月ミニ展示を開催し、

来館者を迎えた。 

○施設管理業務 

自動アナウンス装置修繕、

床沈み・雨戸修繕、危険木

伐採、清掃その他の管理業

務 

○案内業務 

・協力員（会計年度職員） 

○広報業務 

新聞や雑誌等への掲載を行

なった。 

山日新聞・毎日新聞ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

○耐震診断の結果をもとに

今後の耐震化工事について

文化庁と協議を進め、令和

４年度の耐震補強工事基本

設計をすすめる。 

〇協力員主導のもと、写真

展をはじめとするミニ展示

を行い、年間を通して開催

し来館者を迎える。 

 

●今後の展望 

○保存活用計画に則り、今

後の活用と充実を図ってい

く。 

また、感染対策に努めな

がら、教育委員会及び産業

観光部等のイベントの利用

推進を図る。 

〇令和５年度以降の耐震補

強工事にむけ、準備をすす

める。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館学芸事業 

担当課：歴史文化課 

●事業内容等 

地域に残る貴重な資料及び

市の歴史に関係するものに

ついて幅広い調査を行い、そ

の研究成果を蓄積して博物

館の常設展示の充実や企画

展の開催に反映・活用した

り、展示以外に体験学習講座

の開催や調査に基づいた刊

行物を発行することで、市民

等の来館者に対して富士山

及び富士吉田市の歴史や文

化に理解と関心を深めても

らうことを目的とする。 

 

根拠法令 

博物館法、富士吉田市歴史

民俗博物館の設置及び管理

に関する条例 

 

●課題 

感染対策及び安全を考慮

し収容人数の制限を設ける

なかでの開館運営し、どの

ように誘客を図るかが課

題。 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

・企画展、講座、ワークシ

ョップ、講師派遣、書籍等

刊行を実施。 

○展示公開 

・「富士吉田市収蔵美術品 

富士山絵画展」 

・「富士山-ArtFuji-」 

・「市制 70 周年記念企画展 

ふじよしだの歩み」 

○ 教育普及 

・企画展「富士山-ArtFuji-」

講演会開催 

・展示ワークシート作成 

○ワークショップ 全 4回 

・マネキ風キーホルダー作り

他 

○学芸員の講師派遣  

・山梨大学「富士山学」、市

内小中学校「富士山学習」、

吉田高校及び富士北稜高校

「富士山学」、富士山学習研

究会臨地研修、他 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

企画展「吉田口の富士山信仰

用具－御師・山小屋・富士講

のたからもの－」 

6 月-9 月 

上吉田成立450年・吉田胎内

開基130年記念「上吉田の歴

史（仮称）」 

10 月-1 月 

「富士山登山案内絵図（仮

称）」2月-5 月 

・ワークショップ「富士山

折り紙教室」他の開催 

・富士山学の開催 

・富士吉田市歴史民俗資料

館資料叢書第 5 集『菊田日

記④』刊行 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 ○出版物等 

・富士吉田市歴史民俗資料

館資料叢書第４集『菊田日

記③』 

・博物館叢書第４集『富士

を登る』改訂版 

 

●課題等 

博物館運営の根幹を担う

学芸員が 1 名であり、博物

館事業の企画実行に支障が

あることに加えて文化財保

護対策事業も兼務している

ため全体的な業務量に対し

人員不足である。 

 

 

●今後の展望等 

○学芸事業の充実への取り

組み 

・富士山信仰をはじめとし、

本市全体の多様な歴史的財

産の保存と公開の充実を図

るとともに、それらの源泉

となる調査や研究を推進す

る。 

・市民団体、学校をはじめ

増加する富士山信仰などに

ついての講師派遣等へ可能

な範囲で対応する。 

○学芸員の養成 

・今後、学芸員の知識や技

術の世代継承において継続

的な学芸員の採用及び養成

が必要である。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第６節 スポーツ・レクリエーション （１）生涯スポーツの振興 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

スポーツ振興事業 
担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

スポーツイベントやスポ

ーツ教室の開催により、生

涯スポーツの普及・振興を

図る。 
また、公益財団法人富士

吉田スポーツ協会を通じて

各競技団体の活動支援を行

う。 

 

 

●実績･成果 

スポーツ・運動を通じて

免疫力を高め、病気に負け

ない心体づくりを目指す機

会の提供を目的に、免疫力

アップ教室として６つの事

業を開催し、コロナ渦の中

でも老若男女問わず、スポ

ーツに触れ合う場の提供を

することができた。 

また、子どもたちのスポ

ーツ離れが進む中、トップ

アスリートによる指導を通

して、スポーツの魅力を伝

え、さらに競技力向上とス

ポーツ人口の拡大を目指す

目的で「走り方教室」を開

催し、子どもたちへの普及

活動を図った。 

○トップアスリート直伝教

室 陸上編「走り方教室」 

開催日：７月 31日（土） 

会 場：富士北麓公園 

講 師：和田 賢一選手 

（走りの学校校長） 

参加者：小学生  52 名 

○市民スポーツ教室事業 

（スポーツ協会へ委託） 

参加者数：延べ 1,677 人 

 

 
●実施内容 

○スポーツ協会と連携し、

スポーツ少年団の競技力向

上・指導者育成、各種競技

団体への運営補助、各種ス

ポーツイベント・教室を開

催する。 

○中学校部活動への指導者

の派遣を行う。 

○トップアスリート直伝教

室事業による、子どもの技

術向上とスポーツ人口の拡

大を図る。 

○富士吉田市チャレンジデ

ーを実施し、スポーツ・運

動の習慣化への意識を高め

る。 

○スポーツ施策の方向性や

目標について定める、新た

なスポーツ推進計画の策定

をする。 

○ＳＮＳなどを利用してス

ポーツイベントや教室等の

スポーツ情報を積極的に発

信していく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 ○各種表彰等 

市体育功労者表彰  １名 

優秀選手表彰    ２名 

○スポーツ大会出場激励金 

：17 件  399,000 円 

○部活動スポーツ指導者 

派遣事業 

：３中学校 ５クラブ 

派遣回数 120 回 

○コロナにマケルナ！免疫

力アップ教室 

スポーツ・運動を通じて

免疫力を高め、病気に負け

ない心体づくりを目指す機

会の提供を目的に、免疫力

アップ教室等を開催しコロ

ナ渦の中でも老若男女問わ

ず、スポーツに触れ合う場

の提供をすることができ

た。 

参加者数：延べ 615 人 

○富士吉田市チャレンジデ

ー 

住民総参加型のスポーツイ

ベントであるチャレンジデ

ーに本年も参加し「スポー

ツの力で元気なまちづく

り」をテーマに、スポーツ

や運動の習慣化を目指し、

健康への意識を高めること

ができた。 

22,534 人（実施率 46.8％） 

 

 

●今後の展望 

○「チャレンジデー」等に

より市民の運動不足の解消

や、スポーツ・運動を始め

るきっかけづくりを提供

し、転倒しない市民の身体

づくりを実践していく。 

○スポーツや運動などに触

れる機会を作り、各世代に

応じた生涯スポーツの普及

推進に努めていく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民体育施設管理事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

鐘山スポーツセンター

(体育館・グラウンド・テニ

スコート)、笹子コミュニテ

ィースポーツ広場、みずほ

公園スポーツ広場、大明見

グラウンドの運営・維持管

理事業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題等 

○各世代に応じたスポー

ツ・運動の取組み方法や時

間、場所を把握し、それに

見合った取組みを検討す

る。 

 

 

 

 

 

●実績･成果 

 施設管理をする公益財団

法人富士吉田スポーツ協会

と連携する中、コロナ渦の

中でも利用者が安心安全に

施設を利用出来るよう、人

数や時間の制限、マスクの

着用、手指消毒等の感染症

対策を講じた中で体育施設

を開放し、生涯スポーツ活

動の推進や、競技力の向上

に努めることができた。 

○各体育施設の全体の利用

者数（体育館・グラウンド

等含） 

75,874 人 

（前年度利用者 69,451 人） 

指定管理の更新 

（令和４年度～８年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

○（公財）富士吉田スポー

ツ協会を指定管理者として

施設の維持管理を実施。 

○新型コロナウイルス感染

対策を講じた中で、施設貸

出を実施。 

○新体育館建設基本構想・

基本計画の策定開始によ

り、施設の規模や必要機能、

官民連携を含めた運営体制

の検討をする。 

 

●今後の展望 

新体育館建設に向けた準備

を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＡ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立学校体育施設一般開放

事業 

担当課：生涯学習課 

●事業内容等 

一般開放に伴う市内小中

学校の体育施設の管理 

 

●課題 

施設の老朽化が目立ち、

各所に改修の必要性が出て

きているため、計画的な改

修が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

●実績・成果 

○コロナ禍の中でも利用制

限や基本的感染症対策の徹

底を周知する中、市内小中

学校の体育施設を一般開放

し、市民のスポーツに触れ

合う場の提供をすることが

できた。 

また、必要箇所に対し、

施設の修繕や工事を行うこ

とにより、利用者の利便性

の向上を図ることができ

た。 

○吉田西小学校グラウンド

フェンス設置工事を実施し

た。 

【施設全体の利用件数】 

       5,014 件 

（前年度  5,076 件） 

【施設使用料収入】 

3,225,930 円 

（前年度 2,845,030 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施内容 

○学校体育施設の一般開放

により、市民のスポーツに

触れる機会を充実させスポ

ーツ振興を図る。 

○新型コロナウイルス感染

症対策を講じた中で、一般

開放を実施する。 

○利用者に対して、メール

等での注意喚起を実施（利

用規定の遵守及びに新型コ

ロナウイルス感染対策の徹

底） 

 

●今後の展望 

○新型コロナウイルス感染

症の影響により、スポー

ツ・運動に親しむ機会が減

っているので、地域や家

族・仲間での利用を促進し、 

スポーツの機会を提供して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 

 

 

●課題 

○利用にあたって学校側か

らの苦情も出ているため、

利用者に対し、教育施設を

使用しているという認識を

さらに高めていく必要があ

る。 

○開放にあたり、マナーに

欠ける利用もみられるた

め、ルールに沿った利用を

周知徹底させていく。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

第６節 スポーツ・レクリエーション （２）スポーツに親しむ機会の充実 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

スポーツ推進委員事業 
担当課：生涯学習課 

●事業内容等 
 スポーツ推進委員 24 名

が、生涯学習事業や各種団

体の実施するスポーツイベ

ントへの協力など、スポー

ツを通して市民のスポーツ

活動の普及や体力向上に資

する活動を行っている。 

 

 

 

 

●実績･成果 

本年もコロナ禍により自

主事業としてのスポーツ教

室は開催できなかったが、

10 月 10 日に本市が「転倒

予防都市宣言」をしたこと

に伴い、市民愛唱歌である

「ここにはいつも富士があ

る」をモチーフにした「こ

こ富士体操」を考案し、Ｓ

ＮＳやＣＡＴＶ放送を活用

し、市民の健康維持に資す

る啓発活動を行った。 

また、市主催のチャレン

ジデーや、公益財団法人富

士吉田スポーツ協会主催の

ボールゲームフェスタ等へ

の協力により、市民のスポ

ーツ活動普及・振興を図る

ことができた。 

○スポーツイベントへの協

力 

・富士吉田市チャレンジデ

ー 

・ボールゲームフェスタ 

○自主事業 

・ＣＡＴＶを利用した運

動・体操の紹介 

・「ここ富士体操」の考案 

 

 

●実施内容 

○障害者スポーツ教室など

の自主事業の開催。 

○市主催イベントや各種団

体のスポーツイベント等へ

協力。 

 

●今後の展望 

転倒予防都市宣言後のス

ポーツ・運動の普及に向け

て、小さな子供から高齢者

まで幅広く市民ニーズを把

握した中で活動を実施して

いく。 

スポーツ振興事業への事

業統合について精査してい

く。 

 

Ｂ１ 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

 〇各種研修会への参加 

 

●課題等 

○本業との兼ね合いで活動

が休日に限定されるため、

活動が夜間、休日となるた

め、幅広い人材確保が必要

となる。 

○コロナ後、軽スポーツ教

室の自主事業に代わる事業

を検討する必要がある。 
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（評価基準） 

ＡＡ:将来に有効な事業としてコスト・成果ともに拡大し重点的に位置づける。 

Ａ:コスト・成果ともに現在の事業の進め方で十分効果が上がっている。 

Ｂ１:コストを維持しつつ、事業の進め方を拡大展開していく。   

Ｂ２:コストを削減しつつ、事業の進め方は継続・維持していく。  

Ｃ:コスト及び進め方を縮小・削減していく事業である。 

Ｄ:事業の休廃止の検討が必要である。       （休廃止） 

Ｅ:経常的・義務的な事業である。       （経常事業等） 

 

第２章心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実 

教育委員会の活動及び運営に関して 

事業内容等 
令和３年度 

実績･成果･課題等 

令和４年度 

実施内容･今後の展望等 
最終評価 

教育委員会管理事業 

担当課：学校教育課 

●事業内容等 

 教育委員会の運営に伴う

一般的な庶務に関する業務

を行う事業である。 

主な業務は以下のとおり 

・教育長、教育委員の秘書

及び会議に関すること。 

・教職員の服務、福利厚生

及び人事に関すること。 

・教育行政の総合計画、調

整及び相談に関すること。 

・規則等の制定及び改廃に

関すること。 

・表彰に関すること。 

 

＊根拠法令等 

地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 17 条 

 

 

 

●実績･成果 

富士吉田市のより良い教

育環境を整えるため、市立

小中学校を始め、教育委員

会内各課との調整及び庶務

を行った。 

毎月実施している教育委

員会定例会では、委員会内

各課の様々な案件を審議報

告し、教育施策の充実を図

り、情報共有を行った。 

また、コロナ禍による分

割授業やＩＣＴ授業を見学

するため、教育長及び教育

委員における学校訪問を小

学校３校、中学校各１校に

限定し行った。 

 

 

 

 

 

●実施内容 

教育行政に関する庶務を

滞りなく確実に遂行する。 

教育長、教育委員におけ

る学校、教育施設の視察や

定例会での意見交換等によ

り、富士吉田市教育施策の

向上を図る。 

 

●今後の展望 

 コロナ感染拡大状況を見

ながら、教育行政の先進地

の視察を行う等、富士吉田

市のより良い教育行政実現

のための情報収集、共有し、

意見交換する。 

 

 

Ｅ 
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３ 教育委員会活動の概要 

（１）教育委員会会議の開催状況（令和３年４月～令和４年３月） 

  教育委員会会議については、毎月１回の定例会及び臨時に行う臨時会を開催する

こととなっており、令和３年度においては定例会のみ開催いたしました。 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 21 条に定める職務について、

富士吉田市教育委員会教育長に対する事務委任規則の規定に基づき、令和３年４月

から令和４年３月までにおいて、以下の議案審議等を行いました。 

 

【令和３年度 教育委員会審議案件一覧（令和３年４月～令和４年３月）】 

議案番号 件  名 議決日 

議案第３号 令和３年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和３年５月 28 日 

議案第４号 
令和３年度富士吉田市文化・教育・体育功労者の決定につ

いて 令和３年５月 28 日 

議案第５号 
令和４年度使用中学校用教科用図書社会（歴史的分野）採

択の承認について 令和３年７月 27 日 

議案第６号 令和３年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和３年８月 26 日 

議案第７号 
富士吉田市文化財修理費及び保存施設費補助金交付要綱

の一部を改正する要綱について 令和３年８月 26 日 

議案第８号 富士吉田市民の体育施設の指定管理者の指定について 令和３年 11 月 24 日 

議案第９号 
富士五湖文化センター・富士吉田市民会館の指定管理者の

指定について 令和３年 11 月 24 日 

議案第１号 
富士吉田市立学校施設の開放に関する規則の一部を改正

する規則について 令和４年２月 17 日 

議案第２号 
富士五湖文化センター・富士吉田市民会館の設置及び管理

に関する条例施行規則の一部を改正する規則について 令和４年２月 17 日 

議案第３号 
富士吉田市立小・中学校に就学すべき者の学校の指定に関

する規則の一部改正する規則について 
令和４年２月 17 日 

議案第４号 
富士吉田市立小・中学校管理規則の一部改正する規則につ

いて 
令和４年２月 17 日 

議案第５号 
富士吉田市特認校制度実施要綱の一部改正する規則につ

いて 
令和４年２月 17 日 
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議案番号 件  名 議決日 

議案第６号 
富士吉田市文化財保護条例施行規則の一部を改正する規則

について 
令和４年２月 17 日 

議案第７号 
富士吉田市歴史民俗博物館の設置及び管理に関する条例施

行規則の一部を改正する規則について 
令和４年２月 17 日 

議案第８号 
富士吉田市文化財修理費及び保存施設費補助金交付要綱の

一部を改正する要綱について 
令和４年２月 17 日 

議案第９号 

富士吉田市食物アレルギーを有する児童又は生徒及び富士

吉田市立学校以外の小中学校在学の児童又は生徒の給食費

等に対する補助金交付要綱の一部改正する要綱について 

令和４年２月 17 日 

議案第10号 
富士吉田市学校給食費補助金交付要綱の一部改正する要綱

について 
令和４年２月 17 日 

議案第11号 
富士吉田市スポーツ大会出場激励金交付要綱の一部改正す

る要綱について 
令和４年２月 17 日 

 

【令和３年度 教育委員会議 報告事項一覧（令和３年４月～令和４年３月）】 

 

 

 

 

番号 報告内容 報告日 

報告第４号 令和３年度富士吉田市一般会計補正予算について 令和３年５月 18 日 

報告第５号 令和３年度富士吉田市立小中学校 学校訪問について 令和３年６月 24 日 

報告第６号 令和３年度富士吉田市教育委員会点検・評価について 令和３年８月 26 日 

報告第７号 令和３年度全国学力・学習調査の結果について 令和３年９月 29 日 

報告第１号 令和４年度基本方針及び主要事業について 令和４年２月 17 日 

報告第２号 令和４年度富士吉田市一般会計予算（教育費）について 令和４年３月 22 日 

報告第３号 
富士吉田市歴史民俗博物館の設置及び管理に関する条例施

行規則の一部を改正する規則について 令和４年３月 22 日 
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（２）令和３年度富士吉田市文化・教育・体育功労者表彰式 

市制祭記念式典において、富士吉田市の文化、教育、体育に著しく功績を残し

た方へ各功労者表彰を行いました。 

実施月日：令和３年７月 17 日(土) 

内  容：文化功労者３名、教育功労者２名、体育功労者１名 

 

 

（３）市立小中学校訪問 

教育委員会では、例年市立小中学校を訪問し、児童生徒の学校活動の様子、教

員の指導、学校施設などを視察しています。視察後は、学校側と意見交換を行い、

課題などは改善するよう助言など行っています。 

今年度はコロナ感染防止対策として、４校のみの訪問といたしました。 

 

実施月日：令和３年 10 月 19 日（火） 

訪問学校：下吉田第一小学校、吉田小学校、富士小学校、下吉田中学校 

内  容：① 授業風景・学校内施設視察 

     ② 学校長との意見交換 
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教育委員会事務局機構

歴史民俗博物館
ふじさんミュージアム

教育総務

学校情報

小学校８校
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<教育委員会委員名簿>               （令和４年９月１日現在） 

職    務 氏   名 職   業 就任年月日 

教 育 長 奥脇 義德 ― 令和３年６月１日 

教育長職務代理者 渡邉 学 土地家屋調査士 令和２年12月26日 

委   員 羽田 誠 自営業 令和３年11月１日 

委   員 清水 慶子 薬剤師 令和３年11月１日 

委   員 堀内 欣一郎 団体職員 平成30年10月６日 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 57 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      発行 富士吉田市教育委員会 

      問合せ先 

       富士吉田市教育委員会学校教育課 

         〒403-8601 富士吉田市下吉田 6-1-1 

         ℡0555-23-1765 / FAX0555-22-6551 

        e-mail：gakued@city.fujiyoshida.lg.jp 

URL http://www.city.fujiyoshida.yamanashi.jp/ 

 


